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県
内
で
公
共
下
水
道
な
ど
何
ら
か
の
生
活
排
水
処
理
施
設
を
利
用
で
き
る
割
合

（県
内
人
口
は
盤
備
費
の
個
人
負
担
が
大
き

い
こ
と
だ
。
合
併
槽
本
体
の
購

入
費
や
設
匹
に
伴
う
工
事
費
な

普
及
率
）
は
、

2
0
2
4年
3
月
末
時
点
で
89
.9
％
と
な
り
、
過
去
景
高
を
更
新
し
た
こ
と

ど
を
市
町
が
一
部
補
助
し
て
い

が
国
や
県
へ
の
取
材
で
分
か
っ
た
。
23年
3
月
末
と
比
べ

0
.6
翌
増
え
た
が
、
全
国
平
均
の

る
が
、
自
己
負
担
は
数
十
万
円

9
3
.
3％
に
は
達
し
て
い
な
い
。
各
家
庭
に
設
臨
さ
れ
て
い
る
単
独
処
理
浄
化
槽

（単
独
槽
）

か
ら
1
0
0万
円
を
超
え
る
場

か
ら
、
普
及
率
に
算
定
さ
れ
る
合
併
処
理
浄
化
槽

（合
併
槽
）
へ
の
転
換
が
伸
び
悩
ん
で
い
る

合
も
あ
る
。
県
は
「
効
果
的
な

こ
と
が
主
な
理
由
で
、
県
は
転
換
を
後
押
し
す
る
補
助
の
在
り
方
を
検
討
す
る
。
聾

寧
製
）

斎
制
度
を
検
討
す
る
」
と
し

2
4
年
の
普
及
率
の
内
訳
は
公
と
、

宇
都
宮
市
が
最
も
高
く
9
9
町

(47
.5
%)
は
、
公
共
下
て
い
る
。

共
下
水
道
(6
9.
7
%
)、
一
〗
．4
%
で
、
9

割
台
は
下
野
や
水
道
を
整
備
し
て
い
な
い
。
県
上
下
水
道
課
に
よ
る
と
、

業
振
興
地
域
内
の
下
水
を
処
理
上
＿―
-
川
、
芳
賀
、

壬
生
な
ど
1
0
普
及
率
を
高
め
る
こ
と
は
、
普
及
率
は
0
0
年
度
の
5
7
.
2
%

す
る
農
業
集
落
排
水

(3
.
9
市
町
。
人
口
が
密
集
し
公
共
下
良
質
な
水
環
境
を
保
全
す
る
こ
か
ら
1
0
年
度
は
79
.
2
%、
1
5

％
）
、
ト
イ
レ
や
台
所
、
風
呂
水
道
が
整
備
さ
れ
た
り
、
合
併
と
に
つ
な
が
る
。
県
は
、
市
町
年
度
は
84
.4
％
と
着
実
に
上

な
ど
家
庭
の
全
て
の
排
水
を
た
槽
へ
の
い
ち
早
い
転
換
が
進
ん
の
公
共
下
水
道
運
営
を
支
援
が
っ
て
い
る
。

め
る
合
併
槽

(16
.3
%)
、
だ
り
し
た
自
治
体
が
並
ん
だ
。

し
、
県
内
に
約
4
万
9
千

韮

残

国

の

発
表
に
よ
る
と
、
2
4
年

集
合
住
宅
な
ど
に
あ
る
小
規
模

8
割
台
は
栃
木
や
佐
野
な
ど
1
0
存
し
て
い
る
単
独
槽
か
ら
合
併

3
月
末
の
全
国
の
普
及
率
は
93

下
水
処
理
場「コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
市
町。
7

割
台
は
矢
板
、
益
子
、
槽
へ
の
転
換
に
も
力
を
入
れ

•
3
%。
最
高
は
東
京
都
の
9
9

・

プ
ラ
ン
ト
」(O
•
0
4
%
)

。

6

割
台
は
那
須
烏
山
、
茂
木
だ
る
。
．

9

％
で
、
最
も
低
い
の
は
徳

ど
の
施
設
も
普
及
し
て
い
な
っ
た
。
県
内
で
最
も
低
い
塩
谷
転
換
へ
の
足
か
せ
と
な
る
の
島
県
の
68
.
5
％
だ
っ
た
。

施
普

9
4
9
8
6
2
4
4
6
7
6
6
0
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8
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3
0
3
3
1
4
5
9
6
9
皿

い
場
合
は
、
ト
イ
レ
の
排
水
の

み
を
単
独
槽
か
く
み
取
り
式
で
理
口
8
9
⑲

g

四

筵

5
邸

5
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8
5
6
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9
8
9
9
氾
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四

虹

92
叫

47
紅

5
8
0
末

胄
｀
°
汀
宣
言
晨
言
且
且
三

普
及
率
を
市
町
別
で
み
る

生
設
及

県
宇
足
栃
佐
鹿
日
小
真
大
矢
那
さ
那

下
上
益

茂
市
芳
壬
野
塩
高
那
那
※

直
翡
全
国
平
均
届
か
ず

F
水
処
珊
普
及
い
参

県内24年3月

l2
0
2
5年
7
月
27日
付
．
下
野
新
聞

1
面

設 問 "
 
"
 
"
 
"
 
"
 【1】見出しを三つ書き抜きましょう。

【2】89.9％とは何の割合でしょうか。
落目） から読み取りましょう。

リード (1段

【4】下水処理普及率を高めると、どんな利点があり
ますか。本文から読み取りましょう。

【5】これからの普及率上昇のためにどんなことが必
要でしょうか。本文から読み取りましょう。

国
l

—+ 

" 【6】単独槽、 合併槽の言葉の意味や、使った水を浄
【3】下水処理に使用できる施設を四つ、 本文から読；！化する仕組みについて、珊境省のホームページで調べ
み取りましょう。 iiてみましょう。
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